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研究要旨 
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業を実施した。この事業の継続により、広域ながん医療水準の均てん化、がん専門医療人養成や

地域がん医療推進を含めて広く地域のがん医療の活性化に繋がるものと期待される。 
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A.  研究目的 

【全体の目的】本研究の目的は、多角的な方法で東北

地方のがん診療連携拠点病院（以下、がん拠点病院）

の化学療法の均てん化を推進することである。 

【事業別研究目的】 

１．がん化学療法プロトコル統一事業：東北地方の

がん診療連携拠点病院の化学療法の均てん化を多

角的に推進するために、がん化学療法の統一プロト

コルを作成し、これを普及させることを目的とした。

具体的には、化学療法共通プロトコル審査委員会を

通じて東北６大学からプロトコルを収集し解析し

た。その後に、統一プロトコル作成すべきレジメン

を選び、作成を試みた。 

本事業から得られた成果は、医療資源の乏しい東北

地方におけるがん化学療法の均てん化に大きく寄

与するものと期待される。 

２．臨床試験推進事業：臨床試験の推進を通して、東

北地方のがん診療連携拠点病院の化学療法の均てん化

を進める事を目的とした。このために、臨床試験の対

象となる症例はどのようなものか理解を得るため症例

検討システムを構築し、更に標準化学療法についてコ

ンセンサスを得るためプロトコル審査システムの構築

が重要である。臨床試験を行う事は、そのコントロー

ルアームとなる標準化学療法に対する理解に繋がり、

その推進が化学療法の均てん化に貢献すると考える。 

３．医療従事者、市民や患者会への啓発活動：地域が

ん拠点病院の化学療法の標準化は遅れている。標準医

療の普及と向上には、県を越えて地方でのがん拠点病

院事業の連携と化学療法に関する地方ネットワークを

有効に活用し、医療従事者や市民、患者やその家族に

対する知識や技能の普及が必要である。このため、が

ん診療に携わる医療従事者向けのセミナーや研修会、

市民のための公開講座を行うほか、教材（教科書やＤ



ＶＤ）を作成してがんに関する啓発活動を広く行うこ

とを目的にした。 

４．化学療法に関するアンケート調査：東北地方の

がん医療の中でとりわけがん薬物療法に関する調

査を行い、地方の課題を抽出し各事業が進めるべき

活動に資することを目的とした。がん診療連携拠点

病院（以下拠点病院）はがん医療を中心的に担う役割

を持つが、真の意味での均てん化のためには地方中核

病院（以下中核病院）との医療連携や協力が必要であ

る。平成21年度には拠点病院を対象に化学療法に関す

るアンケート調査を行ったが、今回は①拠点病院以外

の地域の核となる中核病院の化学療法実施体制や整備

状況、②拠点病院における化学療法の実施体制や整備

状況について前回アンケート調査からの進捗状況につ

いて現状評価を行うとともに、東北地方のがん診療の

均てん化推進に関する課題の抽出を行った。 

５．個別化治療推進事業：がん薬物療法の個別化治療

が導入される状況下で、地域に於ける個別化医療を推

進するために、臨床研究を行うほか、個別化医療の推

進に関わる地域の課題を抽出することを目的とした。 

【事業の必要性】地域がん拠点病院の化学療法の標準

化は遅れている。標準医療の普及と向上には、分子マ

ーカー等の新しい医療の普及や臨床試験への積極参加

も必要もある。その克服には、(1)県を越えて地方での

がん拠点病院事業の連携と化学療法に関する地方ネッ

トワークの有効活用、(2)地域の化学療法従事者の積極

的な参加、(3)腫瘍内科医等の育成、が不可欠である。

さらに東日本大震災後の被災地域の活動として広域災

害時のがん診療連携の在り方を検討することは今後の

我が国の災害対策に必要である。 

【特色と独創性】東北全体の広域的取り組みであるこ

と、申請者と分担研究者は腫瘍内科医（がん薬物療法

専門医）であり、数年前から様々な連携組織を構築し、

化学療法分野における地域の問題点を把握しその克服

のための取り組みを開始していることに先行性がある。

また、東日本大震災の広域被災地域の取り組みとして

の特色がある。 

【活動概要（資料２参照）】平成22年度末に、東北が

んネットワーク運営委員会の承認を得て、化学療法共

通プロトコル審査委員会設置準備委員会を開催した。

東北がんネットワークTumor Board準備委員会を開き

運営方法を検討した。東北がんネットワーク化学療法

専門委員会では薬剤師および看護師のメーリングリス

トを立ち上げ、一部のがん診療連携拠点病院間の職種

別ネットワークがスタートした。また、市民公開講座

の実施準備を完了した。平成21年度に東北がんネット

ワーク化学療法専門委員会が東北地方のがん診療連携

拠点病院20病院を対象に実施した化学療法に関するア

ンケート調査の結果の背景要因を詳細に解析した。平

成23年度には(1)共通化学療法プロトコル審査委員

会を設置し、5大がんの標準化を推進した。(2)薬剤

師や看護師を対象のがん薬物療法セミナー開催や

メーリングリストを活用し地域がん拠点病院のがん

薬物療法専門医や他の専門医療者の充足率を向上

させた。(3)臨床試験推進のためのTumor Boardを組

織し開催した。(4)個別化がん医療に対応する大学

間のネットワークの構築により、高度ながん薬物療

法の基盤整備を開始した。(4)臨床試験推進を目的

とする市民公開講座を開催した。(5)東日本大震災

の被災地域の現地調査を行った。平成24年度には、

（1）共通化学療法プロトコル審査委員会の運用を

開始した。（2）メーリングリストの活用やセミナ

ーの開催によりがん医療者の啓発、市民公開講座に

より市民啓発を行った。（3）Tumor Boardを運用して、

臨床試験参加率を高めた。（4）東北臨床腫瘍研究

会の協力を得て大腸癌の臨床試験を開始した。 

 

B. 研究方法 

【がん化学療法プロトコル統一事業】 

平成22年度に東北がんネットワーク化学療法専

門委員会に東北地方のがん診療連携拠点病院が共

通で利用できる化学療法共通プロトコル審査委員

会を設置した。この共通プロトコル審査委員会を通

して、東北６大学の5大がん（乳がん、肺がん、胃

がん、大腸がん、肝がん）および造血器腫瘍（悪性

リンパ腫）のプロトコル収集解析後に、統一プロト

コルの作成を開始した。また、プロトコルは支持療



法・減量基準・中止基準・観察項目を加え、そのま

ま各施設で使用できるものを目指した。平成23年度

には医師、薬剤師、看護師から成る専門委員を選出

して5大がんの共通プロトコルを作成した。平成24

年度にその運営方針を決定し、運用を開始し、5大

がんの標準的化学療法プロトコルを東北がんネッ

トワークの既設HP （http://www.tohoku-cancer.c

om/）上に公開した。共通プロトコル審査委員会は

通常会議とバーチャル会議（主にメーリングリスト

やビデオ会議システムを利用して）で委員会を運営

している。主任研究者：西條（分担 消化器癌：加

藤、造血器腫瘍：伊藤、呼吸器腫瘍：石田、研究協

力者でプロトコル作成専門委員：佐藤淳也）。 

【臨床試験推進事業】東北がんネットワークに臨床

試験情報公開を整備するほか、Tumor Board（バー

チャルな組織、会議）を組織し、臨床試験推進を目

的とする化学療法を中心にした症例検討会を実施

する。平成22年度は、東北がんネットワークTumor 

Board準備委員会を開き運営方法を検討した。平成

 平成23年度からTumor Boardの具体的な運用のた

めの会員IDとパスワードで管理される書き込みWeb

 siteを作成し、運用を開始した。（一部、NPO法人

東北臨床腫瘍研究会に業務委託）。平成24年度にシ

ステムを大幅に見直して、東北がんネットワークの

既設のホームページ(http://www.tohoku-cancer.c

om/)からID・パスワード認証で入る事が可能なweb

上で化学療法症例検討を行えるシステムTumor Boa

rdの画面を構築し、運用フローを作成した。また、

同様の方法で標準化学療法レジメンのプロトコル

申請・審査画面を構築し、運用フローを作成し、が

ん化学療法プロトコル統一事業との協力体制を整

備した。（倫理面への配慮）なお、本事業は倫理委

員会等への提出の必要はない事業である。 

（倫理面への配慮）患者情報をweb上で扱うことと

なるため、患者の個人を特定できるような情報はwe

b上に載せない。また、セキュリティーレベルの一

段高いサーバーを使用し、暗号化を行って情報のや

り取りを行う。主任研究者：吉岡。 

【医療従事者、市民や患者会への啓発活動】 

平成22年度に、東北がんネットワーク化学療法専

門委員会では薬剤師および看護師のメーリングリ

ストをそれぞれ独立に立ち上げ、一部のがん診療連

携拠点病院間の職種別ネットワークがスタートし

た。また、市民公開講座を実施した（23年3月）。

平成23年度は一般市民や患者会のニーズに応じた

がん医療情報の提供（専門医や医療機関の情報を含

む）のための市民公開講座を実施した（事業の運営

はNPO法人東北臨床腫瘍研究会に委託した）。東日

本大震災後の被災地域のがん診療支援を行う。平成

24年度は一般市民や患者会のニーズに応じたがん

医療情報の提供（専門医や医療機関の情報を含む）

のための市民公開講座を実施した（事業の運営は

NPO法人東北臨床腫瘍研究会に委託した）。また、

医療従事者を対象とするがん薬物療法の普及に関

する研修会を開催する。さらに、がん薬物療法に従

事する医療従事者が患者の指導用に利用可能な口

腔ケアと栄養管理に関するDVDを作成し全国の拠点

病院等に配布した。主任研究者：石岡。 

【化学療法に関するアンケート調査】 

東北6県にある①. がん診療連携拠点病院（43病

院）、②. ①以外で100床以上を有する全国自治体

病院協議会加盟病院（46病院）、③. ①，②以外で

東北大学病院がんセンター主催のがん薬物療法研

修参加施設（64病院）の計153病院を対象に調査票

を配布し、①がん診療についての病院規模、施設に

関する調査、②化学療法レジメン審査・管理体制に

ついての調査、③化学療法の実際の運用についての

調査、④化学療法の院内パスの整備状況についての

調査、⑤臨床試験実施に関する院内の体制や参加状

況に関する調査、⑥専門的医療者養成に関する調査

の6つの大項目についてアンケート調査を行った。

（アンケート調査に関する倫理面への配慮）なお、

本アンケート調査は患者を対象としていない。主任

研究者：加藤。 

【個別化治療推進事業】 

（１）観察研究「進行転移性大腸がん患者におけ

る EGFR シグナル伝達関連遺伝子変異の解析」は、

平成22年度に秋田大学医学部附属病院腫瘍内科を



受診した、切除された同時性、または異時性の多

臓器転移を有する大腸がん患者を対象に実施され

た。該当する症例は56歳から75歳の男女９例で、

最大で3臓器の切除されたがん病巣（計26病変）

を有していた。調査対象遺伝子は KRAS コドン 12、

13、BRAF コドン 600、PIK3CA エクソン 9, 20 の遺

伝子変異、およびEGFR、GSTP、KRAS遺伝子の発現

状態の計 6 種類の標的分子をダイレクトシークエ

ンス（DS）法で解析した。遺伝子変異解析は SRL

（株）およびファルコバイオシステムズで受託解

析し、遺伝子発現解析は秋田大学病理部で実施さ

れた。さらに症例を追加し、KRAS 遺伝子変異解析

をSA法とDS法で比較検討した。（倫理的配慮）な

お、この研究は厚生労働省「臨床研究に関する倫

理指針」に準拠して行われた。プライバシー保護

のため匿名化を実施した。また、本研究は秋田大

学倫理委員会の審査および承認を受けた（医総第

859号）。 

（２）進行大腸がん患者を対象に末梢血液中の腫

瘍循環細胞(CTC)を測定しCTCの効果予測因子とし

ての可能性を検討した。（倫理的配慮）なお、こ

の研究は秋田大学倫理委員会の審査および承認を

受けた。 

（３）東北がんネットワークおよび東北臨床腫瘍研

究会の参加施設の医師を対象に、分子診断に関する

アンケート調査を行った。（倫理面への配慮）なお、

この研究がおこなう医療従事者や市民を対象にした

アンケート調査に関しては、個人情報の保護に関す

る法律を、また、年度内に計画実施予定の臨床試験

の付随研究に関しては、臨床研究に関する倫理指針

やヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針を

遵守した。主任研究者：柴田。 

【地域がん診療連携拠点病院における化学療法の

標準化】 

宮城県北地域の3医療圏（大崎医療圏・栗原医療

圏・登米医療圏）において、当院（地域がん診療連

携拠点病院）とその周囲の生活医療圏でがん診療を

担っている公立医療機関・2施設、民間医療機関・1

施設、計4施設におけるがん薬物療法の実態調査を、

2011 年 12 月から 2012 年 3 月まで、3 回に分けて、

現地訪問・聞き取りにより施行した。また、この調

査に基づき、2012 年 6月から 2013 年 1月までは、

がん診療連携拠点病院である大崎市民病院内に栗

原医療圏・登米医療圏の公立病院のがん診療担当者

から、大崎市民病院・がん薬物療法専門医に対する

診療方針立案相談窓口を試験的に開設し、地域のニ

ーズを検討した。主任研究者 蒲生。 

 

C. 研究結果 

【がん化学療法プロトコル統一事業（資料３、資料

４および付録ＣＲ－ＲＯＭ参照）】（分担研究者：西

條康夫） 

東北地方の全てのがん診療拠点病院が利用する

ことができるプロトコル作成のため、既存の東北が

んネットワーク化学療法専門委員会と本研究事業

研究者が共同して、平成 22 年度末に組織した化学

療法共通プロトコル審査委員会（審査委員は東北 6

県のがん診療拠点病院でがん化学療法に携わり5大

がんおよび造血器腫瘍のどれかが専門の医師6名と

がん専門薬剤師1名およびがん化学療法認定看護師

1 名で構成される）では、5 大がん（乳がん、肺が

ん、胃がん、大腸がん、肝がん）および造血器腫瘍

（悪性リンパ腫）のレジメンを作成した。東北６大

学から、５大がんと造血器腫瘍に対する化学療法プ

ロトコルを収集した。その集計と解析を、佐藤淳也

専門委員（がん専門薬剤師）が中心となるがん薬物

療法標準化事業作業メンバー（資料１参照）が行い、

統一化すべきレジメンを、西條を初めとする本事業

分担者で（伊藤、石田、加藤ほか）決定した。化学

療法統一プロトコル審査委員に、各大学のがん専門

薬剤師およびがん化学療法認定看護師（作業メンバ

ー、資料１参照）を加えて、プロトコル統一作業を

開始した。統一プロトコルには、支持療法・減量基

準・中止基準・観察項目を加えたものを作成するこ

ととし、2012 年 8 月に、東北がんネットワークの

HPに公開した。 

 

【臨床試験推進事業（資料５参照）】（分担研究者：



吉岡孝志） 

Web 上に、症例検討を行える Tumor Board と化学療

法プロトコルの審査を行える2つのシステムを構築

した。症例検討のTumor Boardは、初期画面に相談

したい症例に関し病歴等や相談内容を入れて行き、

画像情報も必要になる場合を想定して、画像を添付

できるような作りとした。症例が投稿されたら、参

加医師に知らせるため、自動でメールが配信される

ようにし、このメールで簡単な相談内容の確認と

web siteへすぐ行けるリンクを貼った。 

相談症例に対して、コメント画面も作成した。ここ

には根拠となる文献なども添付を可能にした。コメ

ントが投稿されると参加医師全員にコメントがな

された事を知らせるメールが配信され、議論を続く

とコメントが次々追加されていくようになってい

る。化学療法プロトコル審査システムも、基本的な

流れは症例検討システムと同様とした。メールを活

用し、議論が途中で止まらないよう工夫を行った。 

これら症例検討とプロトコル審査を通して、東北地

区の医療機関同士での緊密な連携と臨床試験の必

要性の啓蒙に役立つものと考えた。 

平成２５年度は、本システムを本格稼働させ、東北

がんネットワークに参加する施設すべてとともに、

化学療法症例検討を開始するとともに、がん化学療

法プロトコル統一事業と協力して東北地区の化学

療法の標準化の更なる推進に努める予定である。 

【医療従事者、市民や患者会への啓発活動（資料６

参照）】（担当：石岡千加史） 

 平成 23 年度までに、がん薬物療法に従事する医

師と患者を対象とする上腕 CV ポート作成手技と患

者説明用の動画をDVDとして制作した（制作は東北

大学病院化学療法センターと同院腫瘍内科が担当）。

平成 24 年度に東北地方の病院や全国の都道府県が

ん診療連携拠点病院に配布した。 

市民や患者会への啓発活動として、平成 23 年 3

月 12 日に「知っておきたいがん治療の臨床試験～

未来を拓く力に～」（200 名以上参加）と平成 24 年

2月28日に「知っておきたい抗がん剤治療」（約280

名参加）を仙台市内で開催し、抗がん剤治療の臨床

試験と、日常行われているがん薬物療法について市

民への啓発活動を実施した。 

平成 24 年度には、がん薬物療法をうける患者を

対象とする「化学療法時における口腔ケアと食事の

工夫」の動画をDVDとして制作した（制作は東北大

学病院化学療法センター、同病院歯科、栄養管理室

が担当）。平成25年度に東北地方の病院や全国の都

道府県がん診療連携拠点病院に配布予定である。 

さらに平成 24 年度に、市民や患者会への啓発活

動として、平成 24 年 9 月 1 日に「がんと共に生き

ること」（250名以上参加）を仙台市内で開催し、抗

がん剤治療の臨床試験と、正しいがん治療について

市民への啓発活動を実施した。医療従事者への啓発

活動として、平成 24 年 9 月 8 日に「東北がんネッ

ト化学療法専門研修会」（約50名参加）を仙台市内

で開催し、がん薬物療法の標準化、個別化医療、Web 

Tumor Board による症例検討会等について研修を実

施した。 

【がん診療に関するアンケート調査（資料７および

付録ＣＲ－ＲＯＭ参照）】（分担研究者：加藤俊介） 

61病院（全回収率：39.8％）から回答を回収する

ことができた（内訳：がん診療連携拠点病院 23 施

設、その他38施設）。横断的カンファレンスの実施

状況については拠点病院の 90％以上で定期的に開

催されていたが、中核病院では4割程度にとどまっ

ていた。また中核病院では化学療法レジメン審査・

管理体制の整備や副作用対策マニュアルの整備は

半数の施設にとどまっていた。これら体制の未整備

についての一番の原因は管理をしていく専門スタ

ッフの人員不足が挙げられていた。拠点病院におい

てはこれら課題はほぼ解決されていたが、臨床試験

への対応についてはCRCなどの支援者不足により参

加したくても行えない状況があり、前回調査からの

改善はみられていなかった。 

これら課題解決について東北がんネットワーク

に期待される役割として①化学療法レジメンや院

内パスの配布、②有害事象対策マニュアルの共同利

用、③ネットワークを通じての臨床試験情報の提供、

④専門的医療者研修マニュアルの作成配布、⑤地域

における研修会開催などの人的交流などの要望が

挙げられた。 



【個別化治療推進事業（資料８参照）】（分担研究

者：柴田浩行） 

観察研究「進行転移性大腸がん患者におけるEGFR

シグナル伝達関連遺伝子変異の解析」の結果、1) の

べ 156 の標的分子を解析した結果、9症例中 2症例

で遺伝子変異、または遺伝子発現が原発巣と転移巣

とで異なるパターンが見いだされた。特に、症例 8

（72歳、男性）において原発巣（結腸がん）がKRAS

野生型であるのに対し、肺転移巣で G12V 変異が認

められた。2) DS法にて変異解析を行った14サンプ

ルをSA法で、新たにSA法で変異解析を行った4サ

ンプルをDS法で解析したところ、症例８でDS法に

て野生型と判定された原発巣がSA法でG12V変異が

認められた。また、症例 11 の原発巣も、DS 法にて

野生型と判定されたがSA法でG12V変異が認められ

た。 

秋田大学医学部附属病院腫瘍内科を受診した進

行大腸がん患者を対象に、末梢血液中の腫瘍循環細

胞(CTC)を測定した。CTCが検出された症例において

はRECIST判定よりも1～2ヶ月早期にCTCの減少が

見られ、CTC の効果予測因子としての可能性が示唆

された。一方、東北がんネットワークおよび東北臨

床腫瘍研究会の参加施設の医師に行った分子診断

に関するアンケート調査では、乳がんのKi-67検査

は20％やGISTのKIT遺伝子検査は19％の医師が常

に実施しないと回答するなど、個別化医療の普及が

遅れていることが明らかになった。また、分子診断

に関する知識に関する調査では 88.2％の医師は患

者が分子診断の知識について理解不足であると感

じていた。 

【地域がん診療連携拠点病院における化学療法の

標準化】（分担研究者 蒲生真紀夫） 

 地域がん診療連携拠点病院は二次医療圏に一カ

所程度整備されているが、都市部を除く東北地方の

人口過疎地帯では専門的医療者の配置は十分では

ない。本研究では、地方の生活医療圏の中核病院に

おけるがん薬物療法施行実態を調査した。地域によ

りがん種ごとに標準レジメンの整備にばらつきが

見られ、潜在的需要に対し供給が不足している実態

が明らかになり、一部のがん種で標準化レジメンの

共有を進めることができた。また、地域の医療機関

から、地域がん診療連携拠点病院の専門医への症例

相談を行う仕組みを作り、少数の症例で検討した。

地域固有の事情に配慮しながら、診療方針立案の相

談体制を構築することは有効であると考えられた。 

 

D. 考察 

がん化学療法プロトコル統一事業の結果、各施

設のプロトコルを解析することにより、各施設の先

進部分や問題点など特徴が明らかとなった。レジメ

ンを施設毎ではなく、地域で統一する必要性が明ら

かとなった。共通プロトコルの作成を通して、今後

の東北地方におけるがん化学療法の標準化が促進

されるばかりでなく、質および安全性の向上が期待

される。 

臨床試験推進事業の結果から、東北地区広域にわ

たる地域がん連携拠点病院間で、症例ベースで意

見交換を行う Cancer Board が順調に運用されれば、

従来治療に難渋していた症例に関する情報を持ち

あう事で化学療法の診療能力の均てん化が図られ

ると考えられた。また、こうした取り組みを進め

る中で、今後、推し進めていかなければならない臨

床試験の発想も出てくるものと考えられた。 

化学療法プロトコル審査が東北地区にいる専門

家の力を結集して行う事が出来るようなれば、質

の高い審査を行うとともに、これまで施設毎で行

っていたプロトコル審査の質の担保と省力化に繋

げられると期待される。 

医療従事者、市民や患者会への啓発活動の結果、

この地域ではがん専門医等の医療従事者が少ない

ため、医療従事者の研修会やセミナーへのニーズは

継続的に高く、今後も継続する必要性が明らかにな

った。また、同時に、今後も東北がんプロフェッシ

ョナル養成推進プランと連携するなどして、がん薬

物療法専門医の養成を一層推進する必要があると

考えられた。 

アンケート調査の結果、東北地方における医療

過疎はがん診療にも影響を与えていることが判明

した。これについて、他の研究分担者と行ってい

る均てん化事業、特にWEB上の腫瘍ボードやプロト



コル統一化事業は、院内の横断的カンファレンス

やレジメン登録・管理体制が未整備な中核病院に

とって大変有効な解決策になりうると考えられ

た。 

個別化治療推進事業の結果、進行大腸がんに対す

る抗 EGFR 抗体薬の効果予測のための KRAS（コドン

12, 13）遺伝子検査はレベルIのエビデンスレベル

が示されている。本邦では通常KRAS（コドン12, 13）

遺伝子検査が１臓器で１回実施されているが、本観

察研究で示されたように、がんの進展に伴う獲得変

異の可能性が少なからずあると予想された。また、

SA法は高感度ゆえにDS法で検出できないKRAS変異

サブクローンを検出した。このサブクローンがマイ

ナー集団であれば、大部分を形成する KRAS 野生型

は抗 EGFR 抗体薬に感受性であり、SA 法で変異有り

と判定されても抗 EGFR 抗体薬の適応はあると考え

られる。本研究はあくまでも少数例の観察研究であ

り、この点を明らかにするためには症例数を増やし

た検討が必要であるが、KRAS（コドン12, 13）遺伝

子検査の施行状況や臨床的意義や解釈についても、

さらなる検討が必要であることが示唆された。 

地域がん診療連携拠点病院における化学療法の

標準化の研究から、人口密度が低い広域の地方にお

ける、地域がん診療連携拠点病院と生活医療圏ごと

の中核的医療機関の、がん薬物療法の施行実態が明

らかになった。地域のがん医療の水準向上のために、

限られた人的リソースを最大限に活用するがん診

療システム構築が必要であり、がん薬物療法専門医

を配置している地域がん診療連携拠点病院におい

て医療者間の相談窓口を創設し、診療方針のコンサ

ルトに応じる連携システムは有効であると考えら

れた。今後持続可能な体制整備が求められる。 

総じて、がん化学療法プロトコル統一事業は東

北地方のがん薬物療法の標準化を進める上で重要

な事業であり、平成 25 年度以降の継続の枠組みを

検討する必要がある。NPO 法人臨床試験推進事業、

医療従事者、市民や患者会への啓発活動は東北臨

床腫瘍研究会に事業を引き継ぐ予定である。がん

診療に関する実態調査は定期的に施行し、東北地

方のがん薬物療法の均てん化の状況を今後も評価

し改善のための指標としたい。個別化治療推進事

業は着手したばかりだが、大学を中心とした研究活

動と連携して医療従事者と患者の両サイドの啓発

活動を行う予定である。 

 

E. 結論 

がん化学療法プロトコル統一事業の結果から、

東北６大学から、プロトコルを収集・解析を行った。

この結果を基に、統一すべきプロトコルを決定し、

作成した統一プロトコルを現在、東北がんネットワ

ークＨＰ上に公開中である。 

臨床試験推進事業の結果から、東北がんネットの

ホームページからID・パスワード認証で入る事が可

能なweb上に、化学療法症例検討を行えるシステム

Tumor Boardの画面を構築し運用フローを作成した。

更に標準化学療法レジメンのプロトコル申請・審査

画面も構築し、運用フローを作成し、がん化学療法

プロトコル統一事業との協力体制を整えた。 

個別化治療進事業の結果から、進行大腸がんの個

別化治療の推進のために、今後、バイオマーカーの

探索を引き続き実施する。また、アンク－ト調査の

により個別化治療の推進のための課題の一端が明

らかになった。  

総じて、東北地方におけるがん薬物療法の水準を

向上するためには、化学療法レジメンの共有化やレ

ジメン審査の体制支援が効果的である。また、がん

薬物療法の臨床試験を推進するための医療従事者

の教育、情報提供や市民と患者への啓発活動が必要

である。さらに、東日本大震災により東北地方の太

平洋沿岸部を中心に地域医療が崩壊したため、東北

地方の広域活動を特徴とする本事業により、がん薬

物療法に関するネットワークを通じた支援の必要
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原沙絵，石岡千加史：東北大学病院腫瘍内科の

セカンドオピニオン外来の現状と役割．第 48

回日本癌治療学会学術集会 2010年10月28日．

ワークショップ 

11) 吉田こず恵，石岡千加史：進行再発大腸癌の術

後化学療法中に深部静脈血栓症、肺梗塞及び硬

膜外血腫を合併した一例．第3回抗凝固療法セ

ミナー 2010年12月 16日．症例提示 

12) 高橋信，井上正広，石田孝宣，大内憲明，笹野

公伸，石岡千加史，福井崇史，権藤延久，横山

士郎，森谷卓也，野水整，角川陽一郎：乳がん

の予後予測バイオマーカー開発と臨床応用へ

向けた取り組み．第 43 回制癌剤適応研究会 

2010年3月12日．一般演題 

13) 秋山聖子，加藤俊介，木皿重樹，大桐規子，高

橋克司，久道周彦，森隆弘，下平秀樹，石澤賢

一，井上彰，大槻健郎，角道祐一，我妻恭行，

眞野成康，石岡千加史：東北大学化学療法セン

ターの現状と問題点 取り組み紹介と今後の

課題．第 48 回日本癌治療学会学術集会 2010

年10月28日．ポスター 

14) 小峰啓吾，石岡千加史：FCGR2A と FCGR3A の遺

伝子多型と結腸直腸癌に対するcetuximabの治

療効果に関する検討．第 23 回日本バイオセラ

ピィ学会学術集会総会 2010 年 12 月 9日．一

般演題 

15) 小峰啓吾，添田大司，石岡千加史：健常人にお

けるFCGR2AとFCGR3Aの遺伝子多型頻度の解析．

第 14 回日本がん分子標的治療学会学術集会 

2010年7月8日．ワークショップ 

16) 石岡千加史：日本における腫瘍内科の現状と問

題点―腫瘍内科の役割―．第8回近畿 Medical 

Oncology 研究会（大阪・ANAクラウンプラザホ

テル大阪）2010年9月10日．特別講演 

17) 石岡千加史：固形腫瘍を標的とする抗体療法．

第107回日本内科学会 2010年 4月 11日．シ



ンポジウム3 

18) 石岡千加史：がん薬物療法の進歩．第 15 回日

本癌学会市民公開講座 2010 年 5月 16 日．講

演 

19) 石岡千加史：消化器癌薬物療法の最近の話題．

第 12 回十勝消化器癌化学療法懇話会 2110 年

4月16日．特別講演 演者 

20) 石岡千加史：最新のがん薬物療法の進歩と課題．

東北薬科大学 第16回生涯教育講演会2010年

6月12日．特別講演 

21) 石岡千加史：がん薬物療法の支援療法．磐井地

区学術講演会 2010年9月3日．特別講演 

22) 石岡千加史：外来化学療法の在り方 現状と課

題．岩手県立中央病院 一般・消化器外科分科

会 2010年10月15日．特別講演講師 

23) 石岡千加史：がん薬物療法の進歩と課題．柴田

郡医師会講演会 2010年12月10日．特別講演 

24) 石岡千加史：分子診断に基づく個別化治療の実

現とそのための課題．国立がん研究センター講

演会 2010年10月19日．講演会講師 

25) 石岡千加史：がん患者の支持療法．おきたま化

学療法セミナー 2010年12月6日．講演 

26) 石岡千加史：大腸がんの薬物療法について．ド

クターリサーチみやぎ健康セミナー大腸がん 

2010年12月5日．市民公開講座講師 

27) 石岡千加史，加藤俊介，下平秀樹，角道祐一，

高橋信，大堀久詔，高橋雅信，秋山聖子，森隆

弘，千葉奈津子：卒前教育における臨床腫瘍学

講義の導入．第 107 回内科学会 2010 年 4 月

10日．一般演題 

28) 添田大司，下平秀樹，小峰啓吾，加藤俊介，森

隆弘，角道祐一，大堀久詔，高橋信，坂本康寛，

鈴木貴夫，安田勝洋，石岡千加史：FcγR 遺伝

子多型と KRAS 野生型の進行・再発大腸癌にお

ける cetuximab の治療効果．第 69 回日本癌学

会学術総会  2010年9月23日．ポスター 

29) 添田大司，下平秀樹，小峰啓吾，加藤俊介，森

隆弘，角道祐一，大堀久詔，高橋信，秋山聖子，

渡辺みか，石岡千加史：進行・再発大腸癌にお

けるKRAS、BRAFおよびPIK3CA遺伝子変異解析

とcetuximabの治療効果．第8回日本臨床腫瘍

学会学術集会 2010年3月19日．一般口演 

30) 添田大司，下平秀樹，小峰啓吾，加藤俊介，森

隆弘，角道祐一，大堀久詔，高橋信，秋山聖子，

渡辺みか，鈴木貴夫，石岡千加史：進行・再発

大腸癌におけるcetuximabの治療効果予測因子

（KRAS、BRAF および PIK3CA 遺伝子変異）の解

析．第43回制癌剤適応研究会 2010年3月12

日．シンポジウム 

31) 添田大司，下平秀樹，小峰啓吾，加藤俊介，森

隆弘，角道祐一，大堀久詔，高橋信，秋山聖子，

鈴木貴夫，蒲生真紀夫，渡辺みか，岩間憲行，

鈴木博義，石岡千加史：大腸癌における抗EGFR

抗体薬のバイオマーカー EGFR シグナル伝達

因子検索の意義．第 48 回日本癌治療学会学術

集会 2010年10月29日．シンポジウム 

32) 伊藤広道，菅野敦，有賀啓之，海野純，濱田晋，

粂潔，菊田和宏，廣田衛久，正宗淳，朝倉徹，

下瀬川徹，吉田こず恵，石岡千加史：EUS-FNA

が診断及び治療方針決定に有用であった膵内

分腫瘍の一例．第45回東北膵臓研究会 2011年

2月4日．一般演題 

33) 下平秀樹，添田大司，高橋信，大堀久詔，角道

祐一，加藤俊介，石岡千加史：悪性末梢性神経

鞘腫を併発した神経線維症の 2 例．第 13 回東

北家族性腫瘍研究会 2011年1月23日．研究会 

34) 杉山俊輔，下平秀樹，塩野雅俊，吉田こず恵，

高橋信，大堀久詔，角道祐一，秋山聖子，森隆

弘，加藤俊介，石岡千加史：切除不能進行胃癌

を発症した神経線維腫症Ⅰ型の 1 例．第 14 回

東北家族性腫瘍研究会 2011年1月22日．一般

演題 

35) 石岡千加史：大腸がんの分子標的治療と分子マ

ーカー．中国・四国広域がんプロ養成コンソー

シアム 消化器がん化学療法 徳島セミナー

（徳島・徳島東急イン）2011 年 2月 26 日．講

演 

36) 石岡千加史：特別講演．第 42 回広島消化管疾

患研究会 2011年5月24日． 

37) 高橋昌宏，加藤俊介，森隆弘，下平秀樹，秋山



聖子，角道祐一，高橋信，吉田こず恵，塩野雅

俊，鈴木貴夫，安田勝洋，石岡千加史：Cetuximab

に治療抵抗性となった後にpanitumumabを投与

したKARAS野生型の進行再発大腸癌における治

療効果、有害事象の検討．第 44 回制癌剤適応

研究会（熊本・ホテル日航熊本）2011 年 3 月

11日．一般演題 

38) 杉山俊輔，高橋信，加藤俊介，森隆弘，千葉奈

津子，下平秀樹，秋山聖子，角道祐一，大堀久

詔，吉田こず恵，塩野雅俊，石岡千加史：進行

再 発 胆 道 癌 患 者 に

gemcitabine(GEM)+cisplatin(CDDP)療法を施

行した6症例．．第44回制癌剤適応研究会（熊

本･ホテル日航熊本）2011年3月11日． 

39) 石岡千加史：BRCA遺伝子検査の適用に関する内

外の状況．遺伝医学合同学術集会2011（京都・

京都大学百周年時計台記念館）2011 年 6 月 17

日．日本遺伝子診療学会総会セッション 

40) 西條憲，石岡千加史：出芽酵母をスクリーニン

グツールとした新規 PI3K 阻害剤の探索．第 15

回がん分子標的治療学会学術集会（東京・ホテ

ル日航東京）2011年6月23日．ポスター 

41) 坂本康寛，加藤俊介，高橋昌宏，岡田佳也，安

田勝洋，渡部剛，今井源，石岡千加史：ヒト悪

性膠芽種細胞株SF126細胞におけるp53依存性

細胞増殖抑制のオートファージーの寄与．第15

回がん分子標的治療学会学術集会（東京・ホテ

ル日航東京）2011年6月23日．ポスター 

42) 下平秀樹，添田大司，小峰啓吾，渡邉みか，秋

山聖子，高橋信，角道祐一，森隆弘，加藤俊介，

石岡千加史：進行再発大腸癌における KRAS 遺

伝子変異とセツキシマブの治療効果および転

移形式に関する検討．第 20 回日本がん転移学

会学術集会・総会（静岡・アクトシティ浜松コ

ングレスセンター）2011 年 6月 30 日．ワーク

ショップ 

43) Ishioka C ： 緊 急 特 別 講 演 The Great 

Eastern-Japan Earthquake attacks medical 

services on cancer in the Tohoku 

district,Japan．第9回日本臨床腫瘍学会学術

集会（横浜・パシフィコ横浜）2011 年 7 月 23

日． 

44) 蒲生真紀夫，加藤俊介，安藤秀明，山口拓洋，

前田俊一，佐々木優香，鈴木貴夫，加藤誠之，

長田元伸，三浦康，高畑武功，須藤剛，椎葉健

一，吉岡孝志，石岡千加史：mFOLFIRI＋

bevacizumab（mFOLFIRI+BV）併用療法と IRIS

＋bevacizumab（IRIS+BV）併用療法の安全性確

認試験（T-CORE 0702）．第9回日本臨床腫瘍学

会学術集会（横浜・パシフィコ横浜）2011年7

月21日． 

45) 石岡千加史：東北がんプロフェッショナル養成

プランの成果と課題．東北がんプロフェッショ

ナル養成プラン 10 拠点公開シンポジウム が

ん専門家養成と教育研究拠点化の今後につい

て～これまでの成果と今後の取り組みと課題

～（東京・ホテルグランドパレス ダイヤモン

ドホール）2011年7月25日． 

46) 高橋信，井上正広，福井崇史，権藤延久，横山

士郎，石田孝宣，大内憲明，野水整，角川陽一

郎，石岡千加史：TP53遺伝子変異を指標とした

乳がんの予後予測バイオマーカーの開発．第19

回日本乳癌学会学術総会（仙台・仙台国際セン

ター）2011年9月2日． 

47) 石岡千加史：東日本大震災とがん診療-腫瘍内

科医からのメッセージ-．第19回日本乳癌学会

学術総会（仙台・仙台国際センター）2011年9

月3日．特別企画 

48) 西條憲，下平秀樹，加藤正，石岡千加史：

Screening for novel Pi3K inhibitors by using 

Saccharomyces cerevisiae．第 70 回日本癌学

会学術集会  （名古屋・名古屋国際会議場）

2011年10月3日 

49) 渡部剛，古田昭彦，高橋徹，石田孝宣，石岡千

加史，大内憲明：triple negative と p53,α

B-crystallin の関連性．第 19 回日本乳癌学会

学術総会（仙台・仙台国際センター）2011年9

月3日．一般演題(口演） 

50) 杉山俊輔，高橋信，加藤俊介，森隆弘，千葉奈

津子，下平秀樹，秋山聖子，角道祐一，大堀久



詔，吉田こず恵，塩野雅俊，石岡千加史：進行

再 発 胆 道 癌 患 者 に 対 す る

gemcitabine(GEM)+cisplatin(CDDP)療法の検

討．第 24 回東北膵・胆道癌研究会（仙台・ホ

テルレオパレス仙台 B1イベントホール）2011

年10月8日． 

51) 安藤秀明，加藤俊介，蒲生真紀夫，山口拓洋，

酒寄真人，佐々木優香，森隆弘，大堀久詔，吉

岡孝志，石岡千加史：mFOLFIRI ＋ bevacizumab 

併用療法と IRIS ＋ bevacizumab 併用療法の

安全性確認試験. ．第 49 回日本癌治療学会学

術集会（名古屋・名古屋国際会議場）2011 年

10月27日． 

52) 岡田佳也，加藤俊介，石岡千加史：CDK 阻害剤

とオートファジー阻害による新たな抗腫瘍戦

略．第 24 回バイオセラピィ学会学術集会総会

（和歌山・ダイワロイネットホテル和歌山）

2011年12月2日． 

53) 井上正広，高橋信，添田大司，下平秀樹，三

浦康，渡辺みか，石岡千加史：網羅的遺伝子

発現による大腸癌の臨床像と分子生物学的特

徴の解析．第109回日本内科学会講演会（京都）

2012年4月13日．ポスター 

54) 井上正広，高橋信，添田大司，下平秀樹，三

浦康，渡辺みか，石岡千加史：40 網羅的遺伝

子発現解析による大腸癌の臨床像と分子生物

学的特徴の解析．第109回日本内科学会講演会

（京都）2012年4月13日-15日． 

55) 井上正広，高橋信，添田大司，下平秀樹，三

浦康，渡辺みか，石岡千加史：PS2-195 網羅

的遺伝子発現解析による大腸癌の層別化と分

子生物学的および臨床的特徴の解析．第 50 回

日本癌治療学会学術集会（横浜）2012 年 10 月

25日ー27日．ポスター 

56) 井上正広，高橋信，添田大司，下平秀樹，三

浦康，渡辺みか，石岡千加史：網羅的遺伝子

発現解析による大腸癌の層別化と分子生物学

的および臨床的特徴の解析．第 50 回日本癌治

療学会学術集会（横浜）2012年10月26日．ポ

スター 

57) 井上正広，高橋信，添田大司，下平秀樹，渡

辺みか，三浦康，佐々木巌，加藤俊介，石岡

千加史：網羅的遺伝子発現解析により特定さ

れた2軸と分子生物学的および臨床的特徴との

相関性．第10回日本臨床腫瘍学会学術集会（大

阪）2012年7月27日．ワークショップ 

58) 井上正広，高橋信，添田大司，下平秀樹，渡

辺みか，三浦康，佐々木巌，石岡千加史：

WS6-5 網羅的遺伝子発現解析により特定され

た2軸と分子生物学的および臨床的特徴との相

関性．第 10 回日本臨床腫瘍学会学術集会（大

阪）2012年7月26日ー28日． 

59) 岡田佳也，加藤俊介，大石隆之，坂本康寛，

石岡千加史：CDK4 阻害剤とオートファジー阻

害の併用はアポトーシスを誘導する．第 71 回

日本癌学会学術総会（札幌）2012年9月20日．

ポスター 

60) 下平秀樹，添田大司，蒲生真紀夫，安藤秀明，

山口拓洋，渡邉みか，磯辺秀樹，須藤剛，加

藤俊介，石岡千加史：オキサリプラチン、イ

リノテカン耐性大腸癌における EGFR 関連遺伝

子の変異とセツキシマブ+イリノテカンの治療

効果、安全性．第１０回日本臨床腫瘍学会学

術集会（大阪）2012年7月27日．一般口演 

61) 加藤俊介，石岡千加史，安藤秀明，蒲生真紀

夫，山口拓洋，村川康子，下平秀樹，高橋信，

森隆弘，吉岡孝志：mFOLFIRI+BV 併用療法と

IRIS+BV 併 用 療 法 の 安 全 性 確 認 試 験

(T-CORE0702)．第39回東北・大腸癌研究会（仙

台）2012年9月15日． 

62) 加藤俊介，石田卓，伊藤薫樹，蒲生真紀夫，

西條康夫，佐藤淳也，柴田浩行，吉岡孝志，

石岡千加史：東北地方中核病院を対象とした

化学療法に関する現状調査．第 10 回日本臨床

腫瘍学会学術集会（大阪）2012 年 7月 28 日．

一般口演 

63) 加藤俊介，石田卓，伊藤薫樹，蒲生真紀康夫，

佐藤淳也，柴田浩行，吉岡孝志，石岡千加

史：東北地方のがん診療拠点病院と地方中核

病院を対象とした化学療法に関する現状調査．



第 50 回日本癌治療学会学術集会（横浜）2012

年10月25日．ポスター 

64) 河合貞幸，加藤俊介，今井源，岡田佳也，加

史：FUT1 遺伝子発現抑制による HER2 過剰発現

細胞株の細胞増殖能に関する検討．第 71 回日

本癌学会学術総会（札幌）2012 年 9月 20 日．

ポスター 

65) 高橋信，井上正広，福井崇史，権藤延久，横

山士郎，石田孝宣，大内憲明，野水整，角川

陽一郎，石岡千加史：TP53 遺伝子変異ステー

タスを指標とした乳がんの予後予測バイオマ

ーカーの開発．第１０回日本臨床腫瘍学会学

術集会（大阪）2012 年 7月 28 日．ワークショ

ップ 

66) 今井源，加藤俊介，下平秀樹，高橋信，角道

祐一，石岡千加史：変異型p53タンパク質を発

現する癌細胞における合成致死遺伝子の網羅

的探索．第137回東北大学加齢医学研究所集談

会（仙台）2012年1月20日． 

67) 佐藤淳也，西條康夫，伊藤薫樹，石田卓，氏

家由紀子，木皿重樹，上原厚子，照井一史，

粟津朱美，庄司学，木元優子，齋藤智美，小

澤千佳，熊谷真澄，石岡千加史：東北地方の

がんネットワークによるがん診療連携拠点病

院の化学療法均てん化事業 〜化学療法プロ

トコール標準化の試み〜．第 10 回日本臨床腫

瘍学会学術集会（大阪）2012 年 7月 28 日．ポ

スター 

68) 秋山聖子，瀬谷裕貴子，菊地正史，上原厚子，

菅原しのぶ，神尾奈穂，高田紀子，小笠原喜

美代，柴田弘子，舟田彰，崎野健一，畠山法

己，河原正典，眞野成康，石岡千加史：経口

薬併用化学療法地域連携チームによる実践的

取組み（平成２３年度厚生労働省チーム医療実

証事業による活動の報告）．第１０回日本臨床

腫瘍学会学術集会（大阪）2012 年 7月 28 日．

ワークショップ 

69) 小峰啓吾，下平秀樹，添田大司，高橋雅信，

石岡千加史：大腸菌における機能的相補能を

指標としたヒトMUTYH遺伝子変異の機能評価．

第 71 回日本癌学会学術総会（札幌）2012 年 9

月21日．ポスター 

70) 森隆弘，住井真紀子，千葉奈津子，松澤綾子，

石岡千加史：食道扁平上皮癌における BAP1 遺

伝子変異．第71回日本癌学会学術総会（札幌）

2012年9月19日．ポスター 

71) 森隆弘，石岡千加史：東日本大震災時におけ

る「がん患者」難民化阻止に果たした「がん診

療相談室」の役割．第 10 回日本臨床腫瘍学会

学術集会（大阪）2012年7月28日．一般口演 

72) 杉山俊輔，下平秀樹，岡田佳也，塩野雅俊，

吉田こず恵，高橋信，角道祐一，秋山聖子，

千葉奈津子，森隆弘，加藤俊介，石岡千加

史：GIST に対する分子標的治療薬投与症例の

検討．第 45 回制癌剤適応研究会（東京）2012

年3月2日． 

73) 杉山俊輔，角道祐一，吉田こず恵，秋山聖子，

下平秀樹，加藤俊介，石岡千加史：GIST に対

する分子標的治療薬投与症例の検討．第 10 回

日本臨床腫瘍学会学術集会（大阪）2012年7月

28日．ポスター 

74) 瀬谷裕貴子，秋山聖子，村山素子，神部眞理

子，菅原美千恵，石井正，千田康徳，石岡千

加史：東日本大震災後にがん地域連携クリテ

ィカルパスを活用して被災地との連携を行っ

た事例．第 14 回日本医療マネジメント（佐世

保）2012年10月13日．ポスター 

75) 瀬谷裕貴子，秋山聖子，村山素子，神部眞理

子，菅原美千恵，石井正，千田康徳，石岡千

加史：災害後のがん化学療法支援の検討（厚生

労働省平成 23 年度チーム医療実証事業活動報

告）．第14回日本医療マネジメント（佐世保）

2012年10月12日．一般口演 

76) 石岡千加史：抗がん剤開発の課題ー大学から

の視点でー．平成 24 年度東北薬科大学創薬研

究センターシンポジウム『癌･加齢性疾患研究

の臨床展開』（仙台）2012 年 5 月 19 日．EAST

入力済 

77) 石岡千加史：大腸癌薬物療法におけるバイオ

マーカー．ゲノミクスセミナー（東京）2012年



5月30日． 

78) 石岡千加史：がん治療における Bone 

Managementの意義．第5回福島県がんと骨病変

研究会（郡山）2012年2月24日． 

79) 石岡千加史：臨床試験に向けた体制構築．東

北大学学内シンポジウム 新時代のメディカ

ルサイエンス 新プロジェクトと組織改編（仙

台）2012年1月31日． 

80) 石岡千加史：地域における腫瘍内科の役割と

腫瘍学教育．第 10 回日本臨床腫瘍学会学術集

会（大阪）2012年7月28日．講演 

81) 石岡千加史：神経内分泌腫瘍における標準的

な診断と治療．「神経内分泌腫瘍における標準

的な診断と治療」をテーマとした座談会（仙台）

2012年9月3日．座談会 

82) 石岡千加史：手術治療・化学療法に関するデ

ィスカッション．第 2 回胃癌 TV ネットワーク

セミナー（仙台）2012年9月7日．アドバイザ

ー 

83) 石岡千加史：消化器がんの分子標的薬と最新

治療．市民公開講座 第 16 回日本がん分子標

的治療学会学術集会（北九州）2012 年 6 月 30

日．口演 

84) 石岡千加史：東日本大震災後のがん治療につ

いて．第7回がん化学療法看護セミナー（広島）

2012年7月7日．口演 

85) 石岡千加史：乳がんの薬物療法．第 23 回ドク

ターリサーチみやぎ健康セミナー～乳がんに

関する市民公開講座～（仙台）2012 年 7 月 22

日．基調講演 

86) 石岡千加史：あなたに適したがん治療は何で

すか？．市民公開講座 第 11 回日本臨床腫瘍

学会学術集会プレイベント がんと共に生き

ること（仙台）2012年9月2日．基調講演 

87) 石岡千加史：乳がん骨転移治療薬の新たな展

開．がん骨転移の治療戦略講演会-ランマーク

皮下注発売記念-（仙台）2012年7月20日．座

長 

88) 石岡千加史：DIC の基礎と臨床．第 2回みやぎ

腫瘍内科リコモジュリンフォーラム（仙台）

2012年10月13日．特別講演 

89) 石岡千加史：抗がん剤治療の副作用と支持療

法．白河地区化学療法セミナー（白河）2012年

9月24日．特別講演 

90) 石岡千加史：がん治療に必要なネットワーク

～個別化がん医療と多職種・他施設連携．東

北大学病院がんセンター（がん診療相談室）講

演会（仙台）2012年10月4日．特別講演 

91) 石岡千加史：地域ネットワークによるがん薬

物療法の標準化．第6回がん診療に携わるスタ

ッフセミナー in 新発田（新発田）2012 年 11

月17日．特別講演 

92) 石岡千加史：がん対策推進基本計画と東北地

方の取り組みの概要について．第3回がん治療

病診連携セミナー（仙台）2012 年 11 月 8日．

基調講演 

93) 石岡千加史：がん薬物療法とバイオマーカー．

第16回最新医学会研究会（香川）2012年12月

3日．口演 

94) 石岡千加史：高齢化社会における地域がん医

療の課題．みやぎ県南中核病院開院 10 周年記

念市民公開講座（柴田郡大河原）2012 年 12 月

8日．講演 

95) 大内康太，高橋信，下平秀樹，角道祐一，秋

山聖子，吉田こず恵，塩野雅俊，加藤俊介，

石岡千加史：固形がんに合併した播種性血管

内凝固症候群(DIC)に対する組換え型トロンボ

もジュリンアルファ（ｒTM)の有効性に関する

後方視的解析．第 109 回日本内科学会講演会

（京都）2012年4月13日．ポスター 

96) 添田大司，下平秀樹，加藤俊介，角道祐一，

高橋信，高橋雅信，鈴木貴夫，蒲生真紀夫，

渡辺みか，石岡千加史：大腸癌における KRAS

遺伝子以外の変異と抗 EGFR 抗体薬の治療成績．

第 50 回日本癌治療学会学術集会（横浜）2012

年10月26日．ポスター 

97) 渡部剛，石田孝宣，石岡千加史，大内憲明：

妊娠早期にBRAC2変異が明らかとなった異時性

両側性乳がんの一例．東北家族性腫瘍研究会

（仙台）2012年1月28日． 



98) 李仁，高橋昌宏，鈴木貴夫，安田勝洋，井上

正広，坂本康寛，塩野雅俊，添田大司，高橋

信，角道祐一，秋山聖子，下平秀樹，森隆弘，

加藤俊介，石岡千加史：セツキシマブ不応後

にパニツムマブを施行した KRAS 野生型進行再

発大腸癌の治療成績．第 50 回日本癌治療学会

学術集会（横浜）2012年10月26日．ポスター 

99) 李仁，秋山聖子，吉野優樹，大石隆之，齋藤

菜穂子，高橋秀和，加藤俊介，角道祐一，下

平秀樹，石岡千加史：進行・再発悪性腫瘍に

対する塩酸イリノテカンを含む薬物療法にお

ける UGT1A1 遺伝子多型と有害事象発現との関

連に対する後方視的検討．第109回日本内科学

会講演会（京都）2012年4月14日．ポスター 

100) 李仁，秋山聖子，大内康太，大石隆之，齋藤

菜穂子，高橋秀和，加藤俊介，角道祐一，下

平秀樹，森隆弘，高橋信，大堀久詔，吉田こ

ず恵，千加史 石：悪性腫瘍に対する塩酸イリ

ノテカンを含む薬物療法における UGT1A1 遺伝

子多型と有害事象発現との関連に対する後方

視的検討．第 10 回日本臨床腫瘍学会学術集会

（大阪）2012年7月27日．一般口演 

101) 塩野雅俊，高橋信，角道祐一，高橋雅信，坂

本康寛，添田大司，吉野優樹，下平秀樹，加

藤俊介，石岡千加史：がん治療における腫瘍

内科医による上腕 CV ポート留置術の有用性～

約600症例での検討を基に～．第110回日本内

科学会講演会（東京）2013 年 4月 14 日．ポス

ター 

102) 下平秀樹，河合貞幸，今井源，西條憲，井上

正広，小峰啓吾，塩野雅俊，高橋信，角道祐

一，秋山聖子，高橋雅信，加藤俊介，石岡千

加史：乳癌および甲状腺術後に胃癌を発症し

たCowden病の1例．第16回東北家族性腫瘍研

究会学術集会（仙台）2013 年 1月 26 日．一般

演題 

103) 下平秀樹，西條憲，大内康太，高橋秀和，吉

野優樹，李仁，佐藤悠子，塩野雅俊，加藤俊

介，石岡千加史：神経線維腫症1型に併発した

悪性末梢神経鞘腫瘍に対し化学療法を行った 3

例．第110回日本内科学会講演会（東京）2013

年4月13日．ポスター 

104) 高橋信，井上正広，加藤俊介，石岡千加史：

切除不能大腸癌の治療効果・予後予測バイオ

マーカーの開発．制がん剤適応研究会（軽井

沢）2013年3月8日． 

105) 佐藤悠子，加藤俊介，高橋雅信，木皿重樹，

森隆弘，秋山聖子，角道祐一，高橋信，塩野

雅俊，添田大司，西條憲，石岡千加史：当科

にてデノスマブを投与した転移性骨腫瘍の検

討．制がん剤適応研究会（軽井沢）2013年3月

8日． 

106) 佐藤悠子，加藤俊介，秋山聖子，城田英和，

井上正広，岡田佳也，杉山俊輔，齋藤菜穂子，

大石隆之，石岡千加史：当科にてデノスマブ

を投与した転移性骨腫瘍の検討．第110回日本

内科学会講演会（東京）2013 年 4月 12 日．ポ

スター 

107) 坂本康寛，秋山聖子，城田英和，井上正広，

岡田佳也，杉山俊輔，齋藤菜穂子，大石隆之，

加藤俊介，石岡千加史：肺外神経内分泌癌に

対する化学療法の後方視的検討．第110回日本

内科学会講演会（東京）2013 年 4月 12 日．ポ

スター 

108) 西條憲，大内康太，高橋秀和，角道祐一，高

橋信，高橋雅信，添田大司，李仁，加藤俊介，

石岡千加史：軟部肉腫に対するADM+IFM併用療

法の治療成績に関する後方視的検討．第110回

日本内科学会講演会（東京）2013年4月12日．

ポスター 

109) 石岡千加史：がん薬物療法のバイオメーカー．

金沢医科大学教育セミナー・北陸がんプロ FD

講演会（金沢）2013年2月7日．講演 

110) 石岡千加史：WEB セミナーの活動報告．胃癌エ

キスパートフォーラム第3回運営委員会（2013

年3月29日． 

111) 石岡千加史：東北地方のがんネットワークに

よるがん診療連携拠点病院の化学療法の均て

ん化事業．がん臨床研究成果発表会（有楽町）

2013年2月4日．口演 



112) 石岡千加史：がん薬物療法の進歩と課題．第

60回生涯教育講演会（仙台）2013年2月16日．

講演 

113) 石岡千加史：ポスター依頼中．がん薬物療法

の進歩と課題（仙台）2013年2月16日．講師 

114) 石岡千加史：GIST 治療の展望．第 17 回仙台

GISTカンファレンス（仙台）2013年2月2日．

講演 

115) 石岡千加史：がん化学療法における支持療法．

第３回弘前がん支持療法セミナー（弘前）2013

年4月15日．特別講演 

116) 石岡千加史，添田大司，下平秀樹：大腸がん

におけるキナーゼ阻害療法と薬剤耐性．第8回

トランスレーショナルリサーチワークショッ

プ-キナーゼ阻害薬によるがん治療の革新-（東

京）2013年1月22日．口演 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

特許第4858932号（平成23年11月11日）変異

p53ライブラリー 

2. 実用新案登録 

なし 

3.  その他 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業） 

 

平成 22 年度～24 年度 総括分担研究報告書 

 

東北地方におけるがん診療の実態調査 

 

研究分担者 加藤俊介 東北大学加齢医学研究所 准教授 

 

がん対策基本法の基本的施策に求められているがん医療の均てん化の促進は、医療過疎の東北地方に

とっては大きな課題である。平成 21 年度に東北がんネットワーク化学療法専門委員会が実施した化学

療法に関するアンケート調査の結果の背景要因を詳細に解析した結果、東北地方のがん診療連携拠点

病院では化学療法の実施体制に関する、運用システム、専門的医療従事者の配置、設備面、地域連携

パスの整備が今後の課題として浮かび上がった。臨床試験への参加困難な状況などが明らかになった。

そこで平成 23 年度には①拠点病院以外の地域の核となる中核病院の化学療法実施体制や整備状況、②

拠点病院における化学療法の実施体制や整備状況について前回アンケート調査からの進捗状況につい

て現状評価を行うとともに、東北地方のがん診療の均てん化推進に関する課題の抽出を行った。その

結果、がん臨床連携拠点病院においては 90％以上の施設で定期的に横断的カンファレンスが開催され

ているのに対し、中核病院では 60％の施設で全く行われていない現状が明らかになった。さらに中核

病院では化学療法レジメン審査・管理体制の整備や副作用対策マニュアルの整備は半数の施設にとど

まっていた。これら体制の未整備についての一番の原因として、管理をしていく専門スタッフの人員

不足が挙げられていた。これら結果について、他の研究分担者とともに情報共有を行い、WEB 上の腫瘍

ボードシステムの開発やプロトコール統一化事業につなげた。（参考）資料７および付録ＣＤ－ＲＯＭ。 
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臨床試験推進事業 

 

研究分担者 吉岡 孝志 山形大学医学部 教授 

 

臨床試験の推進を通して、東北地方のがん診療連携拠点病院を中心としたがん薬物療法を行ってい

る病院の化学療法の均てん化を進める事を目的として研究を行った。 

東北がんネットワークの既設のホームページ(http://www.tohoku-cancer.com/)から、ID・パスワー

ド認証で入り web 上で化学療法症例検討を行える Tumor Board システムを構築し、症例検討の運用準

備を完了した。運用にあたり倫理面に配慮し、患者の個人を特定できないよう十分注意して運用する

こと、セキュリティーレベルの一段高いサーバーを使用し、暗号化を行い情報のやり取りを行うこと

とした。研究期間内に利用会員を募り、東北地区に新潟県を加え 55 名が会員登録を済ませ会員登録を

すませ、症例検討を web 上で開始している。症例検討システムの構築と運用を通して臨床試験の対象

となる症例はどのようなものか共通の理解が得られるものと考えている。 

また標準化学療法についてのコンセンサスを得るために、化学療法レジメンのプロトコール申請・

審査を web 上で行うシステムも構築し、がん化学療法プロトコール統一事業に参加した東北地区のが

ん薬物療法専門医、化学療法認定看護師、専門薬剤師などの専門家の協力を得て化学療法プロトコー

ル申請・審査を始めた。これにより質の高いプロトコール審査を行うとともに、これまで施設毎で行

っていたプロトコール審査の質の担保と省力化に繋げられると期待される。また、標準治療の理解と

自らが行うべき臨床試験のアイデアに繋がるものと考える。 

今回の研究で構築した web システムにより、広域にわたる病院群間で症例検討を行い、標準化学療

法プロトコールの共有化がなされれば、臨床試験の推進にもつながり、ひいては東北地区におけるが

ん薬物療法の均霑化につながるものと考えている。（参考）資料５． 
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個別化医療推進に関する研究 

 

 

研究分担者 柴田浩行 秋田大学 大学院医学系研究科 教授 

 

 

がんの個別化医療を展開するには費用対効果を含む確実な効果予測性があることは重要であり、そ

のためにはバイオマーカーの開発、臨床的意義についての幅広い検証が必要となる。さらに、これら

の技術的な進歩が医療者にどのように理解されているか、分子診断の実践の程度、および腫瘍医の教

育的なバックグラウンドを知るべくアンケート調査を行った。 

 

まず、進行大腸がんのバイオマーカーに関して、以下の検証を行った。 

 

1) KRAS 遺伝子変異のヘテロクローナリティーの問題 

2) 循環腫瘍細胞（CTC 細胞）のバイオマーカーとしての有用性 

 

すでに保険収載されている抗 EGFR 抗体薬の効果予測検査である KRAS 遺伝子検査について、現行の

採取法では転移巣からの DNA 採取は困難である。1/9 の確率で転移巣と原発巣とが異なる変異を有する

ヘテロクローナリティーが本検討により示され、現行の原発巣診断を転移病巣には応用するのは必ず

しも正しくないことが示された。また、転移病巣診断に応用可能と思われる CTC 細胞を用いた検討で

は、治療前後の CTC 数の変化から抗がん剤の効果予測のツールとしては有用となる可能性が示された

が、検出頻度がやや低いことと、これらをサンプルソースとする分子診断には不適切であった。 

 これらからも示されるように個別化医療のための分子診断は技術的にも、まだまだ不十分な点があ

ることは否めない。このような現況において、腫瘍医が、保険診療の枠組みで実施可能な分子診断を

どのように認識し、実践しているかについてアンケート調査を行った。その結果、東北地方の多くの

腫瘍医が保険収載されている分子診断を積極的に実施していることが判明した。しかし、腫瘍医が、

その臨床的意義について懐疑的に考えているためなのか、結果の説明において患者の理解を前提とし

ていない傾向がうかがわれた。そのためには分子診断に対する技術的な信頼性の確立や実施意義への

疑問を払拭するような技術的進歩、さらに、分子診断に関する知識が患者にも啓蒙され、十分な説明

を医療者に求めるような環境整備（患者教育、情報提供）が必要であると思われた。（参考）資料８． 

 

 

 

 

 

 



 

 

厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業） 

 

平成 22 年度～24 年度 総括分担研究報告書 

 

地域がん診療連携拠点病院における化学療法の標準化 

 

研究分担者 蒲生真紀夫 大崎市民病院 がんセンター長 

 

要旨 

 地域がん診療連携拠点病院は二次医療圏に一カ所程度整備されているが、都市部を除く東北地方

の人口過疎地帯では専門的医療者の配置は十分ではない。本研究では、地方の生活医療圏の中核病院

におけるがん薬物療法施行実態を調査した。地域によりがん種ごとに標準レジメンの整備にばらつき

が見られ、潜在的需要に対し供給が不足している実態が明らかになり、一部のがん種で標準化レジメ

ンの共有を進めることができた。また、地域の医療機関から、地域がん診療連携拠点病院の専門医へ

の症例相談を行う仕組みを作り、少数の症例で検討した。地域固有の事情に配慮しながら、診療方針

立案の相談体制を構築することは有効であると考えられた。 

 

目的 

がん対策基本法では、がん薬物療法の標準化・均てん化の推進が重要な課題と位置づけられ、二次

医療圏に一カ所程度の地域がん診療連携拠点病院の整備が進められている。一方で郡部の低人口密度

地域では、拠点病院は複数の生活医療圏にまたがる広い地域のがん医療をカバーしなければならない。

患者側の視点からは、拠点病院へのアクセスには多大な時間と労力を要するという問題を抱えている。

本研究で当分担研究者は、平成 23年度と 24年度に、人口過疎地域である宮城県北広域を診療圏とす

る地域がん診療連携拠点病院および周辺の中核的医療機関におけるがん薬物療法の実態調査を通じ、

がん薬物療法の質の向上のための課題を抽出し、改善モデルを検討し実施した。 

 

方法 

宮城県北地域の 3 医療圏（大崎医療圏・栗原医療圏・登米医療圏）において、当院（地域がん診療

連携拠点病院）とその周囲の生活医療圏でがん診療を担っている公立医療機関・2施設、民間医療機関・

1施設、計 4施設におけるがん薬物療法の実態調査を、2011年 12月から 2012年 3月まで、3回に分

けて、現地訪問・聞き取りにより施行した。また、この調査に基づき、2012年 6月から 2013年 1月

までは、がん診療連携拠点病院である大崎市民病院内に栗原医療圏・登米医療圏の公立病院のがん診

療担当者から、大崎市民病院・がん薬物療法専門医に対する診療方針立案相談窓口を試験的に開設し、

地域のニーズを検討した。 

なお、当該研究の対象地域である、宮城県北 3 医療圏の地域状況は下記の通りである。調査医療機

関は当院を含み、外来化学療法室を有する４医療機関とした。 

１）大崎医療圏：面積約 1500平方キロメートル、人口約 21万人 

a.大崎市民病院（地域がん診療連携拠点病院（一般 456床）1施設 

b.民間医療機関 A（一般 80床）1施設 

２）栗原医療圏：面積約 800平方キロメートル、人口約 7.6万人 



中核的公立病院 B（一般 260床）1施設 

３）登米医療圏：面積約 540平方キロメートル、人口約 8.6万人 

中核的公立病院 C（一般 228床）1施設 

 

結果 

I. 2011年に行った調査では当該 3医療圏における地域病院でがん薬物療法の施行体制、実績値は下

記の通りであった。 

１）大崎医療圏 

① 大崎市民病院（当施設）：がん診療連携拠点病院、外来化学療法室 12床、対象疾患：消化器が

ん（食道、胃、大腸、胆・膵）、肺がん、乳がん、血液がん、泌尿器がん、婦人科がん. レジ

メン審査・登録体制あり、レジメン登録数 230件、外来化学療法数：6400件/年 

② 民間医療機関 A：外来化学療法室 4床、対象疾患：消化器がん（胃、大腸、胆・膵）、乳がん. 

標準レジメン登録体制あり、レジメン登録数約 50件、外来化学療法数：約 500件/年 

２）栗原医療圏 

③ 公立地域中核的病院 B：外来化学療法室 5床、対象疾患：消化器がん（胃、大腸、胆・膵）、

乳がん. 標準レジメン登録体制あり、レジメン登録数約 60件、外来化学療法数：約 700件/

年 

３）登米医療圏 

④ 公立地域中核的病院 C：外来化学療法室 4床、対象疾患：消化器がん（胃、大腸、胆・膵）、

乳がん. 標準レジメン登録システムあり、レジメン登録数約 40件、一部主治医ごとに登録、

外来化学療法数：約 400件/年 

４）要望調査 

外部した３病院ともに共通に、エビデンスに基づく標準的レジメンの導入・更新や支持療法まで、

施設の枠を超えた連携が要望された。また、症例ごとの個別性に基づく治療適応・継続判断に関

しても、地域がん診療連携拠点病院の専門医との治療方針の相談機会の充実が要望された。 

 

II 前年の要望調査に基づき、2012年に下記の実施事業を試験的に行い、効果を検討した。 

１）地域標準レジメンの共有化 

前年度調査の要望に基づき、がん診療連携拠点病院・大崎市民病院の標準レジメンを公開した結果、

標準レジメンの整備状況は、大崎市民病院（がん診療連携拠点病院）を基準とした場合、栗原医療圏：

中核的公立病院 B（一般 260床）では、大腸がん（85%）、胃がん（70％）、登米医療圏：中核的公立

病院 C（一般 228床）では、大腸がん（80％）、胃がん（70％）に達し、標準化が図られた。 

２）がん診療方針立案相談窓口の設置と要望実態調査 

2012年６月から 2013年 1月、試験的に大崎市民病院・連携室に窓口を設け、他の２病院からの、

診療方針立案に関する相談をがん薬物専門医に直接コンサルトする仕組みを導入した。本研究期間内

にそのシステムによる相談件数は、大腸がん 8件、胃がん 5件、その他（稀少がん）4件であった。

計 17件のうち紹介受診に至った症例は 9件であり、8件は医療期間相互の方針相談で方針を決定し得

た。 

 

考察 



人口密度が低い広域の地方における、地域がん診療連携拠点病院と生活医療圏ごとの中核的医療機関

の、がん薬物療法の施行実態が明らかになった。地域のがん医療の水準向上のために、限られた人的

リソースを最大限に活用するがん診療システム構築が必要であり、がん薬物療法専門医を配置してい

る地域がん診療連携拠点病院において医療者間の相談窓口を創設し、診療方針のコンサルトに応じる

連携システムは有効であると考えられた。今後持続可能な体制整備が求められる。 
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研究要旨 

東北地方のがん診療連携拠点病院の化学療法の均てん化を多角的に推進することを目的として、がん

化学療法プロトコール統一化事業を推進した。まず、共通プロトコール作成のための化学療法共通プ

ロトコール審査委員会を組織した。次に東北６大学から 5 大がんと造血器腫瘍（悪性リンパ腫および

多発性骨髄腫）のプロトコールを収集・解析し個々のがんに対する統一プロトコール作成を行った。

この統一プロトコールを東北がんネットワークの HP し、更には、ネット上で、プロトコール審査する

システムを構築した。 

 

 

A. 事業目的 

本研究では、東北地方のがん診療連携拠点病院の化学療法の均てん化を多角的に推進することを目的

として、がん化学療法プロトコール統一化事業を目的とした。具体的には、既存の東北がんネットワ

ーク化学療法専門委員会と本研究事業研究者が共同して、東北地方の全てのがん診療拠点病院が利用

することができるプロトコール作成のための化学療法共通プロトコール審査委員会を組織した。その

後に、作成すべきレジメンを選び、統一プロトコールを作成し公開することを目的とした。また今後

のプロトコール審査体制の構築の確立を目指した。 

 

B. 事業方法 
「がん化学療法プロトコール統一事業」として、まず既存の東北がんネットワーク化学療法専門委員

会と本研究事業研究者が共同して、東北地方の全てのがん診療拠点病院が利用することができるプロ

トコール作成のための化学療法共通プロトコール審査委員会を組織した。審査委員は東北 6県のがん

診療拠点病院でがん化学療法に携わり 5大がんおよび造血器腫瘍のどれかが専門の医師 6名とがん専

門薬剤師 1名およびがん化学療法認定看護師 1名で構成される。この審査委員会では、5大がん（乳が

ん、肺がん、胃がん、大腸がん、肝がん）および造血器腫瘍（悪性リンパ腫と多発性骨髄腫）のレジ

メンを作成することとした。また、レジメンは、そのまま各施設で使用できるものを目指すこととし

た。また、プロトコールは支持療法・減量基準・中止基準・観察項目を加え、そのまま各施設で使用

できるものを目指すこととし、各専門医が最終的にチェックし、コメントを追加した。また、今後予

想される新プロトコールの審査体制を IT を使って構築することとした。 

 

C. 事業結果 
東北６大学から、５大がんと造血器腫瘍に対する化学療法プロトコール 739 種を収集した。その解析

を、佐藤専門委員（がん専門薬剤師）を中心に行い、統一化すべきレジメンを、西條を初めとする本

事業分担者で決定した。化学療法統一プロトコール審査委員に、各大学のがん専門薬剤師およびがん



化学療法認定看護師を加えて、プロトコール統一作業を行った。統一プロトコールには、支持療法・

減量基準・中止基準・観察項目を加えたものを作成することした。最終的に 79 統一プロトコールを作

成し、2012 年 8月に全てのプロトコールを東北がんネットワークに公開した。このプロトコールはダ

ウンロード可能とし、各施設で使用可能なようにした。また、吉岡分担委員と共同で、ウエッブ上で

プロトコール審査ができる体制を構築した。 

 

D. 考察 

H21 年度、東北がんネットワーク化学療法専門委員会がおこなったアンケートでは、専門医不足や情報

不足の結果、化学療法に関わる課題が明らかとなった。各施設のプロトコールを解析することにより、

各施設の先進部分や問題点など特徴が明らかとなった。レジメンを施設毎ではなく、地域で統一する

必要性が明らかとなった。共通プロトコールの作成を通して、今後の東北地方におけるがん化学療法

の標準化が促進されるばかりでなく、質および安全性の向上が期待される。今後も新たな統一プロト

コールが作成されることにより、より一層のがんの均てん化の推進が期待される。 

 

E. 結論 

医師、がん専門薬剤師およびがん化学療法認定看護師が参加する化学療法共通プロトコール審査委員

会を組織した。東北６大学から、プロトコールを収集・解析を行い統一すべきプロトコールを決定し、 

統一プロトコールを作成し公開した。また、今後の審査体制を確立した。 

 

(参考)資料３，資料４および付録ＣＤ－ＲＯＭ。 
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 平成 23 年度から本事業の分担研究を担当した。本研究は、東北地方のがん診療連携拠点病院の化学

療法の均てん化事業を多角的に推進するために、がん化学療法プロトコール統一化事業を行うことを

目的とした分担研究である。平成 23 年度には、この目的を達成するために組織された化学療法共通プ

ロトコール審査委員会を中心に、５大がんと血液がん（悪性リンパ腫および多発性骨髄腫）のレジメ

ンを東北６大学病院から収集し、比較一覧化を行ったあとに、標準化プロトコールを抽出し、79 レジ

メンを作成した。平成 24 年度には、さらに制吐療法などの支持療法の標準化も併せて行い、標準化テ

ンプレートを作成した。作成後、東北がんネットワークのウエブサイトに公開した。本事業は、東北

地方のがん化学療法の均てん化に重要であるばかりではなく、東北地方のがん化学療法に従事する医

師、看護師、薬剤師が協力してレジメンの作成を行った点でチーム医療の推進モデルとしても有用で

あったと考える。 

 共通化学療法レジメンの運用を通して、今後の東北地方におけるがん化学療法の均てん化と標準化

が促進されるものと期待される。今後は、運用後の利用状況やレジメンの定期的なブラッシュアップ

や新規レジメンの登録を行い、がん化学療法の均てん化を進めていくことが重要と考える。 
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平成 22 年度～24 年度 総括分担研究報告書 

 

がん化学療法プロトコル統一事業（３）および個別化治療推進事業（２） 

 

研究分担者 石田 卓 福島県立医科大学臨床腫瘍センター・呼吸器内科 准教授 

 

研究要旨 

本分担研究での研究要旨は以下の 2項目である。 

①大学病院とその他の県内がん診療連携拠点病院で用いられているレジメンを収集整理、比較し、

それらの問題点を検討した。また整理したものを分担研究者に提出し統一プロトコル作成に供した。

収集されたレジメンの多くは標準的な内容であったが、具体的な溶液の使い方や安全管理の点で改良

すべきものも見つかった。施設によってはレジメン審査・管理が医療従事者の負担となっており、統

一化したプロトコルの利用が地域医療展開に大きく貢献することが判明した。 

②個別化治療は各がん腫で導入に開きがあり、同じがん腫でも組織型によって個別治療が導入され

ているものとそうでないものがある。今回、個別治療の導入が遅れている小細胞肺がん(SCLC)につい

て福島県の治療の現状と、エビデンスの明確でない早期の SCLC の治療が何らかの臨床病理学的因子に

よって個別化可能か検討した。SCLC は症例数が少ないため、がんネットワークを利用して拠点病院よ

り臨床情報と病理サンプルを収集した。その結果、肺野原発の小細胞肺がんの予後が年齢や治療法に

かかわらず良好であることが判明した。現在予後良好群を規定するバイオマーカーを検索中で、バイ

オマーカーが探索されれば個別化治療に結びつくものと考えられた。 

 

 

 

Ⅰ．がん化学療法プロトコル統一事業 

 

A. 研究目的 

本研究事業では、東北地方のがん診療連携拠点

病院の化学療法の均てん化を進めるために、がん

化学療法プロトコルの統一が実現可能かを検討

することが大きな課題の一つとなっている。各県

の大学病院では多くの件数の化学療法が比較的

標準的なレジメン内容で実施されているものと

考えられるため、その収集と比較検討がプロトコ

ル統一の起点となる。 

本分担研究では、福島県立医科大学附属病院で

登録されているレジメンを収集整理するととも

に、県内のがん診療拠点病院で使われているレジ

メンとの比較を行い、統一化においてなにが障害

となるかを検討した。 

 

B. 研究方法 

１．福島県立医科大学の電子カルテ上に収載さ

れているレジメンについて詳細を一覧化する。そ

して適応疾患、エビデンスレベルなどで分類を行

う。内容が不明瞭なものは登録診療科に確認をし

て分類を確定した。最終的にレジメンの内容が標

準的なものである、もしそうでない場合に何が問

題かを整理した。また収集したレジメンは分担研

究者（西條、佐藤）に提出し、大学病院間のレジ

メン比較リスト作成に供した。 

２．福島県内のがん診療連携拠点病院に対して

同様の調査を行い、レジメンを比較した。同時に

レジメン登録で何が問題となっているかのアン

ケートを行い、内容を集計した。 

（倫理面への配慮） 

本研究は個人情報などを取り扱わないため、倫理

委員会の審議承認を必要としていない。 

 

C. 研究結果 

１．当大学病院内で登録されているレジメン

140 種類を収集検討した。その多くが標準的な内

容に準拠しており、安全面についても考慮がなさ

れていた。しかしながら、溶液の使い方や投与時



間に工夫の余地があるものが散見された。収集さ

れたものの５がん腫 114 レジメンを分担研究者

に提出し、一覧化による検討を受けた結果、統一

プロトコルに採用するには問題があるものも存

在することが明らかになった。 

２．福島県内のがん診療連携拠点病院からは、

協力が困難、震災の影響が収まらないなどの理由

で協力が困難と回答があった施設を除いた４施

設から回答を得た。レジメンの 85％は標準的な

内容であったが、薬物曝露などの安全面への配慮

や減量規定に改善の余地があるものも存在した。

アンケートでは薬剤療法に精通した人員（医師・

薬剤師）の不足、業務多忙でレジメン監査ができ

ない問題点が明らかになった。また統一化された

プロトコルがあればぜひ使用したいというのが

多くの施設における希望であり、エクセルファイ

ルでの配布といった具体的な要望も寄せられた。 

 

D. 考察 

標準治療に準拠したレジメンを実施すること

の重要性はどの施設でも十分認識されている。し

かし医療従事者の被曝軽減といった対策や、治療

時間を合理化するための方策については各施設

間、あるいは施設内各診療科によってばらつきが

大きく、共通した指針の明文化と公表が望まれる

と思われた。また各施設の人員は十分とは言えず、

各施設で独自にプロトコル作成審査を行うより

も共通化したプロトコルの受け入れを審査する

体制づくりを優先した方がいい場合（たとえば治

療数が多くないがん腫の治療にかかわるレジメ

ン策定など）もあり、柔軟な対応を可能な体制作

りが望まれると考えられた。特に震災の影響で医

療従事者が減少した地方においては、統一プロト

コルは医療資源として重要な価値をもつものと

考えられ、本事業の今後の継続的発展が必要であ

る。 

 

E. 結論 

１．当大学病院内で登録されているレジメンは

多くが標準的な内容に準拠しており、安全面につ

いてもある程度の考慮がなされていた。しかしな

がら、溶液の使い方や投与時間に工夫の余地があ

るものが散見され、統一プロトコルに採用するに

は検討が必要であるものが存在することが明ら

かになった。 

 ２．プロトコル統一化は医療資源（特に人的リ

ソース）の少ない東北地方において非常に有用で

あり、各がん診療連携拠点病院での有効利用が期

待される事業である。 

 

Ⅱ．個別化治療推進事業 

 

A. 研究目的 

 個別化治療はがんの治療上非常に重要である

ものの、各がん腫でその導入に開きがあり、同じ

がん腫でも組織型によって個別治療が導入され

ているものとそうでないものがある。小細胞肺癌

（SCLC）は予後が非常に不良で個別治療の導入の

エビデンスが明確でない。また肺癌の中で症例数

が少ないため研究が進んでいない。しかし一部の

症例では長期生存が得られている。今回の検討で

は予後良好な症例の臨床病理学的因子を検索し、

それにより判別される症例への個別化治療の導

入の可能性を検討した。 

 

B. 研究方法 

福島県内で東北がんネットワークに参加して

いる施設並びに調査協力の賛同の得られた主要

施設（計 10 施設）に依頼をして SCLC の治療の現

状（診断時 stage、治療法、予後など）について

調査を行った。その結果により予後が良好な群を

探し、個別化治療のメルクマールになる因子がな

いかを検討した。同時に各施設から可能な病理サ

ンプルを収集して、予後良好群と不良群における

病理学的差異をチロシンキナーゼ受容体を初め

とした癌関連分子のタンパク発現を免疫組織染

色により検索し、また次世代シーケンサー（MiSeq, 

Illumina Inc.）で遺伝子異常の解析を行う。 

（倫理面への配慮） 

本研究は個人情報などを取り扱わず、データは

匿名で運用される。また当院倫理委員会の審議承

認を得た。必要に応じて遺伝子カウンセリングの

できる準備を行った。 

 

C. 研究結果 

１．従来の報告の通り、SCLC は非常に予後が

著しく不良であり、５年生存率は 20％しかなか

った。また stage は従来の報告同様、有意な予後

因子であった。 

２．サブグループ解析(n=48)では腫瘍径が 5cm



未満のもの(p<0.047)、肺野原発のもの(p<0.001)、

の予後が有意に良好であった。さらに予後良好群

内で実施された治療法（化学療法のレジメン、手

術の有無や補助化学療法の方法など）や診断時年

齢、腫瘍マーカー値に有意差はなかった。 

３．病理サンプルの収集と解析は現在進行中で

ある。 

 

D. 考察 

予後が stage で規定されるのは予想された結

果であるが、肺野原発の SCLC は治療方法によら

ず予後が良好であり、それらは SCLC の中では生

物学的に異なるグループであると考えられた、今

後はなぜそのような性質を有するのかさらに検

討を加える必要がある。今回のように症例数が少

ないがん腫では病院ネットワークによる協力が

ないと症例収集が困難である。 

 

E. 結論 

肺癌全体では SCLC の予後が著しく不良である

のにかかわらず、末梢肺原発 SCLC 患者は予後が

よいことが確認された。SCLC においても個別化

治療は可能になると推測する。頻度の低い腫瘍の

研究においてがん診療のネットワークは重要で

ある。 
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石岡千加史 , 
上原厚子 編 

がん化学療法とケア
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石岡千加史 , 
上原厚子 編 

がん化学療法とケア
Q＆A 

総合医学
社 

 202-203 2012
年 
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UP-TO-DATE 2013 

メ デ ィ カ
ルレビュ
ー社 

 671-81 2012
年 

石岡千加史   岩波生物学辞典 第
5版 

岩波書店   2013
年 
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石岡千加史,上
原厚子 

徹底ガイド がん化
学療法とケアＱ＆Ａ 
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たがん薬物療法エキ
スパートマニュアル 

株式会社
総合医学
社 

 pp152-1
59 

2012
年 

Hiroyuki 
Shibata and 
Yoshiharu 
Iwabuchi 
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石岡千加史、
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